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続いて SRPIN803 を合成した後、薬効確認を行った。まず SRPIN803 のVEGF 阻害
活性を確認するため、網膜色素上皮細胞(ARPE-19)にSRPIN803 10Mを添加し、VEGF 

























 約 72000種の化合物ライブラリを用い、In silicoスクリーニングおよびSRPK1をター
ゲットとした In vitro kinaseアッセイにより、新規SRPK1阻害化合物SRPIN803を取得し
た。この SRPIN803 を網膜色素上皮細胞に投与すると、VEGF 発現抑制が確認された。
キナーゼ特異性を確認するために行った、306種類の in vitro kinaseアッセイの結果から、








 したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお、本学位授与申請者は、平成 27 年 9 月 29 日実施の論文内容とそれに関連した試
問を受け、合格と認められたものである。 
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